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 適用分野
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：無線装置およびそれを備えた無線ネットワーク

■  技 術 概 要

■  特記事項、
     図など

無線ネットワーク無線ネットワーク無線ネットワーク無線ネットワーク

車々間通信システム、車々間通信ネットワーク、無線によ
る交通安全システム、無線による交通事故回避システム

同一周波数チャンネル上でパケットを同時に送信する端末同士に生じる自己干渉
や、相対距離が短い端末からの高い干渉によって相対距離が長い端末からのパ
ケットを正しく受信できないという遠近問題を抑制し、複数の端末が同じ拡散符号を
用いて同時にパケットを送信する場合においても、パケットの送信、転送を確実に
成功させる。

交差点に進入しようとする車両Ｃ１の直前走行している車両Ｃ２に搭載された無線装
置２は、隣接する２つの車両Ｃ１、Ｃ３の無線装置１、３におけるパケットの送信完了
に要する時間を送信所要時間とした場合、直前の車両Ｃ３の無線装置３における定
期パケットの生成および送信のタイミングからパケットの送信所要時間を３倍した時
間だけ経過したタイミングで車両Ｃ２の位置情報を含む定期パケットを生成して送信
する。

本発明によれば、自己干渉や遠近問題が抑制されると同時に複数の端末が同一の
拡散符号を用いて同時にパケットを送信・転送できるので、安定した通信環境が確
保される。


